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(57)【要約】
　本発明の内視鏡リプロセッサは、溶液を貯留する貯留
容器と、前記貯留容器内に前記溶液を供給する流体供給
部と、前記貯留容器内から前記溶液を排出する流体排出
部と、前記貯留容器内に固定され、底面が開口部よりも
重力方向下方に位置する凹形状の液溜まり部と、前記液
溜まり部内に露出する第１の面の少なくとも一部が前記
開口部よりも重力方向下方に位置する透過膜、前記透過
膜の前記第１の面とは反対側の第２の面の少なくとも一
部を内面として含む容器状の収容部、前記収容部内に収
容される内部液、及び、前記収容部内に収容される電極
、を含む濃度計と、を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶液を貯留する貯留容器と、
　前記貯留容器内に前記溶液を供給する流体供給部と、
　前記貯留溶液内から前記溶液を排出する流体排出部と、
　前記貯留容器内に固定され、底面が開口部よりも重力方向下方に位置する凹形状の液溜
まり部と、
　前記液溜まり部内に露出する第１の面の少なくとも一部が前記開口部よりも重力方向下
方に位置する透過膜、前記透過膜の前記第１の面とは反対側の第２の面の少なくとも一部
を内面として含む容器状の収容部、前記収容部内に収容される内部液、及び、前記収容部
内に収容される電極、を含む濃度計と、
を有することを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記貯留容器内に重力方向上下に移動可能に配設され、前記溶液よりも比重が小さく、
かつ空気よりも比重が大きいフロート部と、
　前記フロート部の上下動に連動し、前記貯留容器内の前記溶液の液面が前記液溜まり部
の前記開口部よりも重力方向下方に位置している場合には、前記開口部を閉塞又は狭窄し
、前記貯留容器内の前記溶液の液面が前記液溜まり部の前記開口部よりも重力方向上方に
位置している場合には、前記開口部を開放する蓋部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、溶液の濃度を測定する濃度計を備えた内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において使用される内視鏡は、使用後に洗浄処理及び消毒処理が施される。ま
た、内視鏡の洗浄処理及び消毒処理を自動的に行う内視鏡洗浄消毒装置が知られている。
内視鏡洗浄消毒装置に消毒液等の溶液の使用の可否を自動的に判定する機能を持たせる場
合には、溶液の濃度を測定する濃度計が必要となる。
【０００３】
　濃度計は、例えば日本国特開２００９－２１６５２３号公報に開示されているように、
特定の気体やイオンを選択的に透過する透過膜と電極を用いた形態のものが知られている
。この形態の濃度計を用いて溶液の濃度を測定する場合には、透過膜が設けられた部位で
あるセンサ部を溶液中に浸漬する。
【０００４】
　内視鏡洗浄消毒装置が備える溶液を貯留する貯留容器内の液面の高さは、内視鏡洗浄消
毒装置の運転状況に応じて上下する。また、貯留容器内の溶液を交換する場合には、貯留
容器内から全ての溶液が排出される。このため、内視鏡洗浄消毒装置の貯留容器内に濃度
計のセンサ部を配設した場合、センサ部が空気中に露出することがある。
【０００５】
　溶液の濃度を測定するための透過膜を備える濃度計は、センサ部が空気中に放置されて
いる状態では透過膜が乾燥する。透過膜が乾燥している場合、透過膜が湿潤状態である場
合に比して、透過膜が溶液中に浸漬されてから溶液の濃度の安定した測定結果が得られる
ようになるまでにより長い待機時間が必要となる。このため、透過膜を備える濃度計によ
って、より短い時間で溶液の濃度測定結果を得るには、センサ部が空気中に存在している
状態でも透過膜を湿潤状態に保つ必要がある。
【０００６】
　本発明は、上述した点を解決するためのものであって、濃度計のセンサ部が空気中に存
在している場合においても、透過膜を長い時間湿潤状態に保つことが可能な内視鏡リプロ
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セッサを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様による内視鏡リプロセッサは、溶液を貯留する貯留容器と、前記貯留容
器内に前記溶液を供給する流体供給部と、前記貯留溶液内から前記溶液を排出する流体排
出部と、前記貯留容器内に固定され、底面が開口部よりも重力方向下方に位置する凹形状
の液溜まり部と、前記液溜まり部内に露出する第１の面の少なくとも一部が前記開口部よ
りも重力方向下方に位置する透過膜、前記透過膜の前記第１の面とは反対側の第２の面の
少なくとも一部を内面として含む容器状の収容部、前記収容部内に収容される内部液、及
び、前記収容部内に収容される電極、を含む濃度計と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態の内視鏡リプロセッサの構成を示す図である。
【図２】第１の実施形態の貯留容器及び濃度計のセンサ部の断面図である。
【図３】第１の実施形態の貯留容器内に溶液を供給した状態を示す図である。
【図４】第１の実施形態の貯留容器内から溶液を排出した状態を示す図である。
【図５】第１の実施形態の第１の変形例を示す断面図である。
【図６】第１の実施形態の第２の変形例を示す断面図である。
【図７】第２の実施形態の内視鏡リプロセッサの構成を示す図である。
【図８】第３の実施形態の内視鏡リプロセッサの貯留容器及び濃度計のセンサ部の断面図
である。
【図９】第３の実施形態の貯留容器内に溶液を供給した状態を示す図である。
【図１０】第３の実施形態の第１の変形例を示す断面図である。
【図１１】第３の実施形態の第２の変形例を示す断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明に
用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、構成
要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要素
の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構成要素の相対的な位置関係
のみに限定されるものではない。
【００１０】
　本発明の内視鏡リプロセッサは、汚染された内視鏡又は内視鏡付属品の再生処理を行う
装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものではなく、水による濯ぎ、有
機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除若しく
は死滅させる滅菌、又はこれらの組合せのいずれであってもよい。
【００１１】
（第１の実施形態）　
　以下に、本発明の実施形態の一例としての第１の実施形態を説明する。図１に示す内視
鏡リプロセッサ２０は、内視鏡及び内視鏡付属物の少なくとも一方（どちらも図示せず）
に対して、水及び薬液等を用い、すすぎ処理及び消毒または滅菌処理等を施す装置である
。
【００１２】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ２０は、処理槽２２、薬液タンク２３、貯留容
器３１及び濃度計１を含んで構成されている。処理槽２２は、上方に向かって開口する開
口部を有した凹形状であり、内部に内視鏡及び内視鏡付属物の少なくとも一方を収容可能
である。処理槽２２は、内部に液体を貯留可能に構成されている。
【００１３】
　薬液タンク２３は、薬液である溶液１０を貯留する部位である。薬液としては洗浄に用
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いられるもの、消毒に用いられるもの、または滅菌に用いられるもののいずれでもよい。
消毒または滅菌用の薬液として、過酢酸溶液が挙げられる。薬液タンク２３は、薬液導入
管路２３ａを介して、処理槽２２内に配設されている消毒液ノズル２４に接続されている
。薬液導入管路２３ａには、薬液導入ポンプ２３ｂが配設されている。薬液導入ポンプ２
３ｂの稼働により、薬液タンク２３に貯留されている溶液１０は、処理槽２２内に導入さ
れる。
【００１４】
　また、処理槽２２内には、循環ノズル２５が配設されている。処理槽２２の下部には、
循環口２２ｂ及び排液口２２ｃが設けられている。循環ノズル２５は、循環管路２６を介
して、循環口２２ｂと連通している。
【００１５】
　循環管路２６には、循環ポンプ２７が設けられている。循環ポンプ２７の稼働により、
処理槽２２内の液体は、循環口２２ｂから吸い出された後に、循環管路２６及び循環ノズ
ル２５を経由して処理槽４内に戻る。内視鏡リプロセッサ２０は、処理槽２２内に内視鏡
及び内視鏡付属物の少なくとも一方を収容し、水や消毒液等を循環させることによって、
内視鏡及び内視鏡付属物の少なくとも一方に対してすすぎ処理及び消毒処理等を実施する
。
【００１６】
　排液口２２ｃは、処理槽２２内に貯留されている液体を重力により処理槽２２外に排出
する部位である。排液口２２ｃは、切り替えバルブ３０を介して回収管路２８及び排液管
路２９に接続されている。切り替えバルブ３０は、排液口２２ｃを開き、かつ回収管路２
８及び排液管路２９のいずれかに接続した状態、又は排液口２２ｃを閉じた状態を切り替
えることができる。
【００１７】
　回収管路２８は、切り替えバルブ３０と薬液タンク２３とを接続している。処理槽２２
内に消毒液である溶液１０が貯留されている状態において、排液口２２ｃを開き、排液口
２２ｃと排液管路２９とを接続すれば、処理槽２２内の溶液１０は薬液タンク２３内に回
収される。
【００１８】
　排液管路２９は、内視鏡リプロセッサ２０外に延出している。排液口２２ｃを開き、排
液口２２ｃと排液管路２９とを接続すれば、処理槽２２内に貯留されている液体が内視鏡
リプロセッサ２０外に排出される。
【００１９】
　貯留容器３１は、内部に液体を貯留する容器である。また、貯留容器３１内には、溶液
１０の濃度を測定する装置である濃度計１のセンサ部２が配設されている。貯留容器３１
は、管路３２を介して薬液タンク２３と連通している。管路３２にはポンプ３３が配設さ
れている。ポンプ３３は、正逆運転が可能であり、薬液タンク２３中の溶液１０を貯留容
器３１へ移送する動作と、貯留容器３１中の溶液１０を薬液タンク２３へ移送する動作を
行うことが可能である。すなわち、管路３２及びポンプ３３は、貯留容器３１内に溶液１
０を供給する流体供給部３４と、貯留容器３１内から溶液１０を排出する流体排出部３５
を構成している。
【００２０】
　なお、貯留容器３１内への溶液１０の供給及び貯留容器３１内からの溶液１０の排出の
いずれか一方は、ポンプ３３を用いずに重力の作用によって行われる形態であってもよい
。また、貯留容器３１内に溶液１０を供給する流体供給部３４と、貯留容器３１内から溶
液１０を排出する流体排出部３５とは、それぞれ異なる構成からなる形態であってもよい
。
【００２１】
　本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、処理槽２２内において内視鏡及び内視鏡付属
物の少なくとも一方に対してすすぎ処理及び消毒処理等を実施する際には、貯留容器３１
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内から全ての溶液１０を排出する。
【００２２】
　そして、内視鏡リプロセッサ２０は、内視鏡及び内視鏡付属物の少なくとも一方に対し
て消毒処理等を実施する前の時点において、薬液タンク２３中に貯留されている溶液１０
の濃度測定を実行する。内視鏡リプロセッサ２０は、溶液１０の濃度測定を実行する際に
、ポンプ３３を動作させて、薬液タンク２３から貯留容器３１内に所定の体積の溶液１０
を流入させる。貯留容器３１内に移送される溶液１０の体積は、センサ部２が溶液中に浸
漬する値とされる。
【００２３】
　内視鏡リプロセッサ２０は、貯留容器３１内に溶液１０が流入した後に、濃度計１を動
作させて溶液１０の濃度を測定する。内視鏡リプロセッサ２０は、濃度計１による溶液１
０の濃度の測定結果が、所定の値の範囲内であれば、溶液１０を用いた内視鏡及び内視鏡
付属物の少なくとも一方に対する消毒処理の実行が可能であると判定する。一方、内視鏡
リプロセッサ２０は、濃度計１による溶液１０の濃度の測定結果が、所定の値の範囲外で
あれば、溶液１０を用いた内視鏡及び内視鏡付属物の少なくとも一方に対する消毒処理の
実行が不可能であると判定し、例えば音や光を発することによって使用者に向かって警告
を発する。
【００２４】
　濃度計１は、イオン選択性電極を用いた電気化学センサの構成を有する。濃度計１は、
貯留容器３１内に配設された図２に示すセンサ部２を備える。センサ部２は、例えばイオ
ン選択性電極等と称される周知の構成を有するものである。センサ部２は、液溜まり部９
及び透過膜４が配設された本体部３を備える。本体部３は、貯留容器３１内において位置
が固定されている。
【００２５】
　液溜まり部９は、貯留容器３１内の空間に向かって開口する凹形状の窪み状の部位であ
る。図２に示す本実施形態では、液溜まり部９は、本体部３の最上部において上方に向か
って開口しているが、液溜まり部９の配置位置や開口方向は本実施形態に限られるもので
はない。液溜まり部９は、本体部３の外部に向かって開口する開口部９ａの最下端よりも
、底面が重力方向下方に位置している形状であればよい。ここで底面とは、凹形状である
液溜まり部９の内面のうち、最も下方に位置する部位のことを称する。
【００２６】
　言い換えれば、液溜まり部９は、開口部９ａが溶液１０中に沈んだ場合に開口部９ａか
ら内部に溶液１０が流入し、その後に開口部９ａが空気中に露出した場合に内部に流入し
た溶液１０の少なくとも一部が内部に滞留し続ける形状であればよい。例えば、液溜まり
部９は、本体部３の横側面部において開口し、斜め下方に向かって凹形状であってもよい
。なお、開口部９ａは、複数設けられていてもよい。
【００２７】
　本体部３の内部には、液溜まり部９の内壁面に設けられた凹形状の部位である収容部３
ａが設けられている。収容部３ａと液溜まり部９とは、透過膜４によって隔てられている
。
【００２８】
　透過膜４は、特定の気体やイオンを選択的に透過する部位である。透過膜４を構成する
材料は、濃度計１によって濃度測定する対象である溶液１０の種類に応じて選択されるも
のであり、特に限定されるものではない。透過膜４によって封止されている収容部３ａ内
には、内部液５と電極６が収容されている。電極６と透過膜４とは内部液５によってつな
がった状態となっている。ここで言う「つなぐ」とは、透過膜４を透過して内部液５中に
到達した測定対象である物質が、内部液５を媒体として電極６に到達できる状態を指す。
【００２９】
　このように、本実施形態の濃度計１においては、透過膜４の一方の面である第１の面４
ａの少なくとも一部は、液溜まり部９内に露出しており、透過膜４の他方の面である第２
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の面の少なくとも一部は、内部液５と接触している。すなわち、透過膜４の第１の面４ａ
の少なくとも一部は、液溜まり部９の内面の一部を構成しており、透過膜４の第２の面４
ｂの少なくとも一部は、収容部３ａの内面の一部を構成している。
【００３０】
　透過膜４は、開口部９ａが空気中に露出している状態において液溜まり部９内に滞留す
る溶液１０中に第１の面の少なくとも一部が浸漬するように配設されている。言い換えれ
ば、透過膜４の第１面４ａの少なくとも一部は、開口部９ａの最下端よりも下方に位置し
ている。
【００３１】
　本実施形態では一例として、透過膜４は、第１面４ａが、液溜まり部９の底面において
上方を向いて配設されている。そして、収容部３ａは、透過膜４の下方に位置している。
【００３２】
　なお、図示する実施形態では、透過膜４は平面状であるが、透過膜４の形状は、円筒状
や球面状等の曲面であってもよい。また、本実施形態の濃度計１は、透過膜４及び収容部
３ａを１つずつ備えているが、濃度計１は、透過膜４及び収容部３ａを複数備える形態で
あってもよい。
【００３３】
　電極６は、濃度計１の図示しない制御部に電気的に接続されている。濃度計１は、セン
サ部２の他に、制御部に電気的に接続された図示しない参照電極を備える。参照電極が配
設される位置は濃度計１が用いる測定原理に応じて定められるものであり、特に限定され
るものではなく、参照電極は本体部３内に配設されてもよいし本体部３外に配設されても
よい。
【００３４】
　濃度計１は、制御部において、電極６及び参照電極の両電極間に生じる電位差の変化、
又は両電極間に流れる電流値の変化を計測し、この計測値に基づいてセンサ部２が浸漬さ
れている溶液１０の濃度を測定する。このような、電気化学センサである濃度計における
濃度測定の原理や構成は周知のものであるため、詳細な説明は省略するものとする。
【００３５】
　以上に説明したように、本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、溶液１０を貯留する
貯留容器３１内に、凹形状の液溜まり部９と、液溜まり部９内に第１の面４ａの少なくと
も一部が露出する透過膜４を含む濃度計１を備える。また、内視鏡リプロセッサ２０は、
貯留容器３１内へ溶液１０を供給する流体供給部３４と、貯留容器３１内から溶液１０を
排出する流体排出部３５とを備える。
【００３６】
　このような構成を有する内視鏡リプロセッサ２０は、前述のように、濃度計１による溶
液１０の濃度測定を実施する場合に、流体供給部３４を動作させて、溶液１０を貯留容器
３１内に供給する。ここで、流体供給部３４の動作によって貯留容器３１内に供給する溶
液の体積は、図３に示すように、貯留容器３１内における溶液１０の液面が液溜まり部９
の開口部９ａよりも上方に到達する値とされる。
【００３７】
　開口部９ａが溶液１０の液面よりも下方となることにより、液溜まり部９内に溶液１０
が入り込み、透過膜４の第１面４ａが溶液１０中に浸漬した状態となる。透過膜４の第１
面４ａが溶液１０中に浸漬することにより、濃度計１による溶液１０の濃度測定の実行が
可能となる。
【００３８】
　濃度計１による溶液１０の濃度測定が完了した後は、内視鏡リプロセッサ２０は、流体
排出部３５を動作させて、図４に示すように貯留容器３１内から溶液１０を排出する。溶
液１０が排出されることにより、濃度計１のセンサ部２は、貯留容器３１内において空気
中に露出する。
【００３９】
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　ここで、図４に示すように、凹形状である液溜まり部９の内部には、溶液１０が滞留し
たままとなるため、貯留容器３１内から流体が排出された後も、透過膜４の第１の面４ａ
に溶液１０が触れている状態が維持される。
【００４０】
　したがって、本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、貯留容器３１内において濃度計
１のセンサ部２が空気中に露出している場合においても、透過膜４を溶液１０による湿潤
状態に長時間保つことができる。
【００４１】
　透過膜４を溶液１０による湿潤状態に保つことによって、センサ部２を溶液１０中から
空気中へ露出させた後に、再び溶液１０の濃度測定が行えるようになるまでの待機時間を
短縮することができる。例えば、内視鏡リプロセッサ２０では、前述のようにセンサ部２
が溶液１０中に浸漬された状態と、センサ部２が空気中に露出された状態が繰り返される
が、本実施形態では、センサ部２を溶液１０に浸漬してから、濃度測定を開始するまでの
待機時間を短縮することができる。すなわち、本実施形態によれば、消毒液である溶液１
０の濃度測定を実行するために必要な時間を短縮することができ、単位時間あたりに消毒
処理を実行することのできる内視鏡の台数を増やすことができる。
【００４２】
　なお、センサ部２が空気中に露出している期間中に、液溜まり部９内に滞留し続ける溶
液１０の濃度は、次回に濃度測定のために貯留容器３１内に供給される溶液１０の濃度と
値が異なる可能性があるが、貯留容器３１内の液面が開口部９ａよりも高くなれば液溜ま
り部９内に溶液１０が流れ込むため、この濃度差の影響は解消される。また、例えば液溜
まり部９の開口部９ａ近傍の壁面をメッシュ等の液体を通しやすい形状のものとすれば、
開口部９ａを溶液１０内に浸漬させた際における液溜まり部９内の溶液１０の交換を促進
することができるため、好ましい。また、液溜まり部９の開口部９ａが溶液中１０内に浸
漬されているかを確実に確認するために、貯留容器３１内に水位センサを設けてもよい。
また、液溜まり部９が溶液中１０内に確実に浸漬するように、ポンプ３３の動作時間は定
められている。
【００４３】
　図５に、内視鏡リプロセッサ２０の第１の変形例を示す。本変形例では、透過膜４の第
１の面４ａは、凹形状である液溜まり部９の側面において液溜まり部９の内部に露出して
いる。言い換えれば、透過膜４の第１の面４ａは、液溜まり部９の側面の一部を構成して
おり、水平方向に面している。
【００４４】
　本変形例であっても、透過膜４の第１の面４ａは、液溜まり部９内に滞留する溶液１０
と接触するため、前述した実施形態と同様に、貯留容器３１内においてセンサ部２が空気
中に露出している場合においても、透過膜４を溶液１０による湿潤状態に長時間保つこと
ができる。
【００４５】
　図６に、内視鏡リプロセッサ２０の第２の変形例を示す。本変形例の濃度計１は、液溜
まり部９内に溶液１０が存在しているか否かを検出する液体検出センサ１１を備える。液
体検出センサ１１は、例えば離間して配設された一対の電極を備え、当該一対の電極間の
電気的な導通の有無に基づいて、溶液１０が液溜まり部９内に存在しているか否かを検出
する、いわゆる電極式水位センサの形態を有する。
【００４６】
　内視鏡リプロセッサ２０は、液体検出センサ１１による検出結果から、センサ部２が空
気中に露出させた際に溶液１０が液溜まり部９内に滞留しているか否かを判定する。
【００４７】
　このような本変形例であれば、蒸発や装置の揺れによって液溜まり部９内から溶液１０
が消失してしまい透過膜４が乾燥している可能性がある場合を、内視鏡リプロセッサ２０
は検出する事ができる。
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【００４８】
（第２の実施形態）　
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。以下では第１の実施形態との相違点
のみを説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については同一の符号を付し
、その説明を適宜に省略するものとする。
【００４９】
　図７に示す本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、濃度計１のセンサ部２を、薬液タ
ンク２３内に備える点が第１の実施形態と異なる。本実施形態では、薬液タンク２３が、
溶液１０を貯留する貯留容器３１であり、切り替えバルブ３０及び回収管路２８が、溶液
１０を貯留容器３１内に供給する薬液供給部３４であり、薬液導入管路２３ａ及び薬液導
入ポンプ２３ｂが薬液排出部３５である。
【００５０】
　本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、第１の実施形態と同様に、薬液タンク２３内
において濃度計１のセンサ部２が空気中に露出している場合においても、透過膜４を溶液
１０による湿潤状態に長時間保つことができる。
【００５１】
　透過膜４を溶液１０による湿潤状態に保つことによって、センサ部２を溶液１０中から
空気中へ露出させた後に、再び溶液１０の濃度測定が行えるようになるまでの待機時間を
短縮することができる。例えば、内視鏡リプロセッサ２０では、前述のようにセンサ部２
が溶液１０中に浸漬された状態と、センサ部２が空気中に露出された状態が繰り返される
が、本実施形態では、センサ部２を溶液１０に浸漬してから、濃度測定を開始するまでの
待機時間を短縮することができる。すなわち、本実施形態によれば、消毒液である溶液１
０の濃度測定を実行するために必要な時間を短縮することができ、単位時間あたりに消毒
処理を実行することのできる内視鏡の台数を増やすことができる。
【００５２】
　そして、本実施形態の貯留容器３１である薬液タンク２３には、水位センサ２３ｃが配
設されている。水位センサ２３ｃは、薬液タンク２３内に貯留されている溶液１０の液面
が、センサ部２に設けられている液溜まり部９の開口部９ａよりも上方である所定の水位
Ｌ１よりも上方に有るか否かを検出する。
【００５３】
　水位センサ２３ｃの構成は特に限定されるものではない。水位センサ２３ｃは、例えば
離間して配設された一対の電極を備え、当該一対の電極間の電気的な導通の有無に基づい
て、液面が水位Ｌ１より上にあるか否かを検出する、いわゆる電極式水位センサであって
もよい。また例えば、水位センサ２３ｃは、溶液１０に浮くフロートの上下動に応じて開
閉するスイッチを具備する、いわゆるフロート式水位センサであってもよい。
【００５４】
　本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、濃度計１による溶液１０の濃度測定の実施に
先だって、水位センサ２３ｃにより、薬液タンク２３内の液面が所定の水位Ｌ１より上に
有るか否かを判定する。言い換えれば、内視鏡リプロセッサ２０は、濃度計１による溶液
１０の濃度測定の実施に先だって、濃度計１の液溜まり部９の開口部９ａが、溶液１０中
に没しているか否かを判定する。
【００５５】
　そして、内視鏡リプロセッサ２０は、薬液タンク２３内の液面が所定の水位Ｌ１より上
に有ると判定した場合には、濃度計１による溶液１０の濃度測定を実行する。
【００５６】
　一方、内視鏡リプロセッサ２０は、薬液タンク２３内の液面が所定の水位Ｌ１より下に
有ると判定した場合には、濃度計１による溶液１０の濃度測定を実行せず、溶液１０が不
足している旨を、例えば音や光を発することによって使用者に向かって知らせる警告を発
する。
【００５７】
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　薬液タンク２３内の液面が所定の水位Ｌ１より上に有れば、濃度計１の液溜まり部９の
開口部９ａが溶液１０中に没しているため、薬液タンク２３内に貯留されている溶液１０
の濃度測定を確実に行うことができる。しかし、薬液タンク２３内の液面が所定の水位Ｌ
１より下である場合に濃度測定を実行した場合には、濃度計１の液溜まり部９の開口部９
ａが溶液１０中に没したか否かが不確実であるため、測定結果が、センサ部２が空気中に
露出している期間中に液溜まり部９内に滞留していた溶液１０の濃度を示している可能性
がある。本実施形態では、このような場合に濃度測定を行わないため、センサ部２が空気
中に露出している期間中に液溜まり部９内に滞留していた溶液１０の濃度が、測定結果と
して取得されてしまうことを防止できる。
【００５８】
　なお、水位センサ２３ｃは、処理槽２２内における消毒処理の実行に必要な体積の溶液
１０が薬液タンク２３内に貯留されているか否かを判定するのに用いられるものであって
もよい。
【００５９】
（第３の実施形態）　
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。以下では第１及び第２の実施形態と
の相違点のみを説明するものとし、第１及び第２の実施形態と同様の構成要素については
同一の符号を付し、その説明を適宜に省略するものとする。
【００６０】
　本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、図８に示すように、貯留容器３１内に蓋部１
２及び案内部１３を備える。なお、貯留容器３１は、第１の実施形態のように薬液タンク
２３とは異なる容器であってもよいし、第２の実施形態のように薬液タンク２３と同一の
容器であってもよい。
【００６１】
　蓋部１２は、濃度計１の液溜まり部９の開口部９ａを開閉する部材である。蓋部１２は
、開口部９ａを閉塞又は狭窄する閉位置と、開口部９ａを貯留容器３１内の空間に開放す
る開位置との間で移動可能である。蓋部１２は、ガイドレールやヒンジ等の構成を有する
案内部１３によって移動方向及び移動範囲が定められている。なお、案内部１３は、図示
する本実施形態のようにセンサ部２の本体部３に設けられる形態に限らず、貯留容器３１
の内壁面に設けられる形態であってもよい。
【００６２】
　蓋部１２は、溶液１０よりも比重が小さく、空気よりも比重が大きいフロート部１２ａ
を有する。貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の開口部９ａよりも上方に位
置している場合には、蓋部１２は、溶液１０中においてフロート部１２ａに生じる浮力に
よって開位置に移動する。
【００６３】
　一方、貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の開口部９ａよりも下方に位置
している場合には、蓋部１２は閉位置に移動する。蓋部１２を閉位置に移動させるための
力は、蓋部及びフロート部１２ａの自重によるものであってもよいし、バネ機構によるも
のであってもよい。なお、バネ機構を用いる場合、当該バネによる蓋部１２を閉位置に移
動させるため力は、溶液１０中のフロート部１２ａに生じる浮力による蓋部１２を開位置
に移動させる力よりも小さい。
【００６４】
　より具体的に、図８に示す本実施形態では、蓋部１２は、ヒンジ状の案内部１３によっ
て、センサ部２の本体部３に対して回動可能に配設されている。蓋部１２は、板状の部材
であり、閉位置に位置している場合に、液溜まり部９の開口部９ａを閉塞又は狭窄する。
本実施形態における蓋部１２の開位置とは、閉位置よりも上方に向かって開口部９ａから
離れる方向に蓋部１２が回動した位置である。
【００６５】
　また、蓋部１２は、溶液１０よりも比重が小さく、空気よりも比重が大きい材料によっ
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て構成されている。すなわち、本実施形態では蓋部１２の全体がフロート部１２ａとして
機能する。なお、フロート部１２ａは、本実施形態のように蓋部材１２と一体に形成され
た構成であってもよいし、蓋部材１２とは分離された部材であって鎖や紐等の連結部材を
介して蓋部材１２に連結された構成であってもよい。
【００６６】
　貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の開口部９ａよりも下方に位置してい
る場合には、蓋部１２は空気中に露出しているため、図８に示すように、自重によって閉
位置に位置する。一方、図９に示すように、貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり
部９の開口部９ａよりも上方に位置している場合には、浮力によって開位置に移動する。
【００６７】
　以上のような構成を有する本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０は、貯留容器３１内に
おいて濃度計１のセンサ部２が空気中に露出している場合において、液溜まり部９の開口
部９ａを蓋部材１２によって閉塞又は狭窄するため、液溜まり部９内に滞留している溶液
１０の蒸発を防止又は抑制することができ、第１及び第２の実施形態に比して、より長い
時間、透過膜４を湿潤状態に保つことができる。
【００６８】
　図１０に、本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０の第１の変形例を示す。本変形例では
、蓋部１２の移動を案内する案内部１３は、ガイドレールの形態を有する。案内部１３は
、蓋部１２が固定されたスライド部１３ａと、スライド部１３ａが摺動するレール部１３
ｂとからなる。レール部１３ｂは、スライド部１３ａを上下方向に移動するように案内す
る。なお、レール部１３ｂは、図示するように本体部３に固定されていてもよいし、貯留
容器３１の内壁面に固定されていてもよい。
【００６９】
　本変形例では、貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の開口部９ａよりも下
方に位置している場合には、蓋部１２は空気中に露出し自重によって下方の閉位置に位置
する。一方、貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の開口部９ａよりも上方に
位置している場合には、浮力によって上方の開位置に移動する。
【００７０】
　図１１に、本実施形態の内視鏡リプロセッサ２０の第２の変形例を示す。本変形例では
、蓋部１２の移動を案内する案内部１３は、ガイドレールの形態を有する。案内部１３は
、蓋部１２が固定されたスライド部１３ａと、スライド部１３ａが摺動するレール部１３
ｂとからなる。レール部１３ｂは、スライド部１３ａを水平方向に移動するように案内す
る。
【００７１】
　蓋部１２は、案内部１３による案内によって、液溜まり部９の開口部９ａの上方に位置
する閉位置と、開口部９ａの上方から退避する開位置との間で水平方向に進退移動する。
なお、レール部１３ｂは、図示するように貯留容器３１の内壁面に固定されていてもよい
し、本体部３に固定されていてもよい。
【００７２】
　本変形例では、フロート部１２ａは、蓋部１２と別の部材である。フロート部１２ａは
、貯留容器３１の内壁面に設けられた基部１２ｂを基端とした腕部１２ｃの先端に固定さ
れている。腕部１２ｃは、基部１２ｂにおいて、水平な回動軸周りに揺動する。すなわち
、腕部１２ｃは、上下方向に揺動する。腕部１２ｃの回動軸は、鉛直上方から見た場合に
おいて、レール部１３ｂの延在方向と直交している。腕部１２ｃが最も下方に位置してい
る状態において、フロート部１２ａは、液溜まり部９の開口部９ａよりも上方の所定の高
さに位置する。なお、基部１３ｂは、本体部３に設けられていてもよい。
【００７３】
　腕部１２ｃは、リンク部材１２ｄによって蓋部１２に連結されている。腕部１２ｃの揺
動は、リンク部材１２ｄを介して蓋部１２に伝えられる。蓋部１２は、腕部１２ｃの上方
向への揺動に連動して、閉位置から開位置に向かう方向に移動する。また蓋部１２は、腕
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部１２ｃの下方向への揺動に連動して、開位置から閉位置に向かう方向に移動する。
【００７４】
　本変形例では、貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の開口部９ａよりも下
方に位置している場合には、フロート部１２ａを含む腕部１２ｃが下方に揺動するため、
蓋部１２は閉位置に位置する。一方、貯留容器３１内の溶液１０の液面が液溜まり部９の
開口部９ａよりも上方の所定の高さより上に位置している場合には、フロート部１２ａを
含む腕部１２ｃが浮力によって上方に揺動し、蓋部１２は開位置に移動する。
【００７５】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全
体から読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのよう
な変更を伴う内視鏡リプロセッサもまた本発明の技術的範囲に含まれるものである。
【００７６】
　本出願は、２０１４年１１月１７日に日本国に出願された特願２０１４－２３２９３８
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求
の範囲、図面に引用されたものとする。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月14日(2016.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様による内視鏡リプロセッサは、溶液を貯留する貯留容器と、前記貯留容
器内に前記溶液を供給する流体供給部と、前記貯留容器内から前記溶液を排出する流体排
出部と、前記貯留容器内に固定され、底面が開口部よりも重力方向下方に位置する凹形状
の液溜まり部と、前記液溜まり部内に露出する第１の面の少なくとも一部が前記開口部よ
りも重力方向下方に位置する透過膜、前記透過膜の前記第１の面とは反対側の第２の面の
少なくとも一部を内面として含む容器状の収容部、前記収容部内に収容される内部液、及
び、前記収容部内に収容される電極、を含む濃度計と、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶液を貯留する貯留容器と、
　前記貯留容器内に前記溶液を供給する流体供給部と、
　前記貯留容器内から前記溶液を排出する流体排出部と、
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　前記貯留容器内に固定され、底面が開口部よりも重力方向下方に位置する凹形状の液溜
まり部と、
　前記液溜まり部内に露出する第１の面の少なくとも一部が前記開口部よりも重力方向下
方に位置する透過膜、前記透過膜の前記第１の面とは反対側の第２の面の少なくとも一部
を内面として含む容器状の収容部、前記収容部内に収容される内部液、及び、前記収容部
内に収容される電極、を含む濃度計と、
を有することを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記貯留容器内に重力方向上下に移動可能に配設され、前記溶液よりも比重が小さく、
かつ空気よりも比重が大きいフロート部と、
　前記フロート部の上下動に連動し、前記貯留容器内の前記溶液の液面が前記液溜まり部
の前記開口部よりも重力方向下方に位置している場合には、前記開口部を閉塞又は狭窄し
、前記貯留容器内の前記溶液の液面が前記液溜まり部の前記開口部よりも重力方向上方に
位置している場合には、前記開口部を開放する蓋部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
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